
会議名 平成 29年度 第 10回 鎌倉ケアマネ連絡会役員会 

日時 平成 30年 1月 25日 (木)18：30～19：45 

場所 鎌倉福祉センター 福祉団体活動室 

司
会 

小
澤 

書
記 

小
林 

出
席
者 

佐藤秀、小沢、鈴木千、宮谷、北村、久下 

杉原、冨澤、吉川、樽井、松井、小林、松本 

佐々木 

 

1.鎌倉市より連絡事項 

 ＊1/23 三回目の医療福祉連携会議は中止となり今年度は、終了。大船中央病院のアライ氏より事例を 

  頂いている為、次年度に利用予定。 

 ＊法改正について、人員基準等改正点あり、各事業所で情報収集お願いします。 

  市の管轄になるが、細かい所まで、県から受けていない為、今後説明会を行う予定。 

2.議題 

広報部会：医療福祉連携会議中止に伴い、かわら版発行も中止。 

     広報紙の発行の為、原稿を作る。2月中旬までにたたき台を、作成し 3月中旬には発行予定。 

     原稿は 2月中旬（2/16）までに提出予定。 

     今年度の反省：かわら版、こんな時に発行すればよかった等 

研修部会： 1/26 三者合同研修あり、研修レポート作成予定。 

     ファシリテーター3名でグループを巡回する予定となっている。終了後、親睦会あり。 

     3月の包括研修について、1月の包括とのミーティングの際、市や、古江氏に挨拶予定だったが、 

     明日、市役所に、依頼文持参予定としている。包括の会に参加し、趣旨等の説明を予定している。 

      年度初めに夜間研修ではなく、18：00 には終了できる研修にしたいとの意見があったが、準備

が間に合わず。3/8菊地先生の時間は押さえてあるが、夜間帯で依頼している。 

     テーマの狙いは、各地域に欠けている、インフォーマルの発見と構築。「あればいいよね」と話し合

えたら良いのではないか？包括と顔の見える関係の構築。ワールドカフェ形式。 

      

調整検討部会： 部会自体が兼務となっている為、部会が滞っている。次年度は他部会に協力を仰いでいく。 

       次回は事業計画、5月総会 記念講演について、活動報告等（記念講演：峯尾先生依頼予定） 

       広報に関しては年 2本発行している。3月と 9月 防災かわら版➡広報部会 

3.支援機構より 

 ＊ＷＡＭ事業 大詰めとなり、講座 5か所本日終了した。 

 ＊30年度 6月 更新研修開催受諾する予定。役員より、実行委員選出予定。  

 ＊2/28 「どう生きるか・支えていくか」Ｄｒ．宮下 私が選ぶ最期の医療・最期の時を支えていく冊子配布予定 

 ＊3/3（土）映画の集い「いきたひ」映画上映。  

 ＊3/15（木）パーキンソン病 神経難病患者の食支援について （Ｄｒ．Ｎｓ．ＳＴ．ＣＭ．ヘルパー 

  歯科衛生士） 

4.他 ＊「司法書士との情報交換会」「意思決定支援」とは？「成年後見制度の利用を検討しているあなたへ」 

    案内あり。 

   ＊2/24 桜木町・地域連携会議参加  

冨沢氏：事例検討だった。違う行政地区での話し合いが行えて新鮮だった。 

    杉原氏：困難事例 他問題、多課題 難病の利用者どこから支援したら良いか等話し合いした。 

次回開催予定  平成 30年 2月 27日 （火） 


